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Ⅰ　圏域全体の経済成長のけん引

取組内容

甲の役割

乙の役割

取組内容

甲の役割

乙の役割

取組内容

甲の役割

乙の役割

取組内容

甲の役割

乙の役割

　地域の強みや資源を持ち寄り，商品や農産物について，生産地と消費地と
のつながりを強めるとともに，販路の開拓・拡大に取り組む。

　商品や農産物の販路の開拓・拡大に圏域の中心となって取り組む。

　商品や農産物の販路の開拓・拡大に甲と協力して取り組む。

　安定した雇用の創出と人材の確保

　企業誘致等による新たな雇用の創出と，中小企業に対する人材確保をはじ
めとする企業ニーズに応じた支援により，安定した雇用の確保に取り組む。

　雇用の創出，人材の確保等の支援に圏域の中心となって取り組む。

　雇用の創出，人材の確保等の支援に甲と協力して取り組む。

　地域資源をいかした商品や農産物の販路開拓・拡大

別表（第３条関係）

　圏域全体の戦略的な産業振興に向けた仕組みの構築

　圏域全体として戦略的な産業振興施策を検討するため，圏域住民の消費行
動や生産活動をマクロ的に把握・分析する仕組みの構築に取り組む。

　戦略的な産業振興に向けた仕組みの構築に圏域の中心となって取り組む。

　戦略的な産業振興に向けた仕組みの構築に甲と協力して取り組む。

　国内外に開かれた広域観光の推進

　圏域の伝統工芸，歴史，文化，芸術，自然等の魅力を圏域外にも発信する
ことにより，国内外に開かれた広域的な観光の推進に取り組む。

　広域観光の推進に圏域の中心となって取り組む。

　広域観光の推進に甲と協力して取り組む。



Ⅱ　高次の都市機能の集積・強化

取組内容

甲の役割

乙の役割

取組内容

甲の役割

乙の役割

Ⅲ　圏域全体の生活関連機能サービスの向上

取組内容

甲の役割

乙の役割

取組内容

甲の役割

乙の役割

取組内容

甲の役割

乙の役割

　ＥＳＤによる人づくりとネットワーク化の推進

　持続可能な都市圏の構築を目指し，都市圏共通の様々な課題解決に向けた
活動に取り組むとともに，圏域住民が相互に「学びあい，気づき，行動す
る」ＥＳＤによる人づくりとネットワーク化の推進に取り組む。

　ＥＳＤによる人づくりとネットワーク化の推進に圏域の中心となって取り
組む。

　ＥＳＤによる人づくりとネットワーク化の推進に甲と協力して取り組む。

　市民活動の広域展開と市民協働の推進

　主体的に課題解決を行う市民活動団体の広域展開を支援するとともに，地
域で課題解決を図る主体や自治体の協働のパートナーとなる主体の拡大に取
り組む。

　市民活動の広域展開と市民協働の推進に圏域の中心となって取り組む。

　市民活動の広域展開と市民協働の推進に甲と協力して取り組む。

　乙と連携し，圏域の活性化に向けたスポーツの振興に取り組む。

　圏域の活性化に向けたスポーツ振興

　圏域内の交流人口の増加，地域の経済効果の創出による圏域の活性化に向
けて，地域スポーツの発展と大規模な大会誘致等のスポーツの振興に取り組
む。

　乙と連携し，安定したごみ処理の推進に取り組む。

　甲と連携し，圏域の活性化に向けたスポーツの振興に取り組む。

　安定したごみ処理の推進

　安全・安心なごみ処理体制を構築することにより，安定したごみ処理の推
進に取り組む。

　甲と連携し，安定したごみ処理の推進に取り組む。

　公共交通ネットワークの利便性の向上

　広域的な移動手段を維持・確保するため，鉄道や路線バスの利用促進を行
うとともに，公共交通ネットワークの利便性の向上に取り組む。

　乙と連携し，公共交通ネットワークの利便性の向上に取り組む。

　甲と連携し，公共交通ネットワークの利便性の向上に取り組む。



取組内容

甲の役割

乙の役割

取組内容

甲の役割

乙の役割

取組内容

甲の役割

乙の役割

　乙と連携し，移住・定住の促進に取り組む。

　圏域内への移住・定住の促進

　人口の減少を可能な限り抑えるため，圏域内への移住・定住の促進に取り
組む。

　職員の交流による資質の向上と育成に取り組む。

　乙と連携し，職員の育成に取り組む。

　甲と連携し，職員の育成に取り組む。

　甲と連携し，移住・定住の促進に取り組む。

　公共施設の最適化

　公共施設に関する情報の共有，相互利用等による利便性の向上と利用の促
進に取り組む。

　乙と連携し，公共施設の最適化に取り組む。

　甲と連携し，公共施設の最適化に取り組む。

　圏域内市町の職員の育成




